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別紙      介護施設における摂食嚥下姿勢の現状について  アンケート項目                     
                    記入者の経験年数     年                                                                       
１ 貴施設について                                                                                               
 ① 介護老人福祉施設     ② 介護老人保健施設                                                                  
 ２ 施設入所者数 （     人）                                                                                
 ３ 平均年齢   ① 70歳代  ② 80歳代  ③ 90歳代                                                          
 ４ 摂食嚥下障害ではどのような疾患・障害の方がおられるかお尋ねします（複数回答可）                                           
   ① 脳血管障害,脳腫瘍,頭部外傷,脳炎などに伴う中枢神経障害                                                        
  ② パーキンソン病,脊髄小脳変性症などの変性疾患                                                               
  ③ 加齢に伴う変化（唾液量の減少,味覚,粘膜の感覚障害,可動性の低下）                                                       
  ④ 注意障害などの高次脳機能障害,認知症    ⑤ その他（       ）                                                  
 ５ 食事の場面で姿勢調節を行っている施設にお尋ねします（複数回答可）                                                     
   摂食嚥下に関わる職種は                                                                                
  ① 介護職員  ②介護支援専門員  ③ 看護師  ④ 理学療法士  ⑤ 作業療法士  ⑥ 言語聴覚士                                    
  ⑦ 管理栄養士・栄養士  ⑧ 生活指導員・支援相談員  ⑨ その他（      ）                                                       
 ６ 摂食嚥下障害に対応する食事はありますか（  有  ・  無   ）                                                         
   対応されている場合,どのような形態で用意されていますか（複数回答可）                                                
  ① 嚥下食 ② ミキサー・ブレンダー食  ③ 刻み・一口大食  ④ ムース食  ⑤ その他（      ）                              
 ７ 摂食嚥下障害での姿勢についてお尋ねします.施設ではどの座位姿勢がおおいですか（複数回答可）                             
  ①椅子座位 ②普通車椅子 ③リクライニング車椅子 ④ティルトリクライニング車椅子 ⑤ベッド上 ⑥その他（   ）                                  
８ 摂食嚥下障害での姿勢についてお尋ねします.施設ではどの座位姿勢に一番の課題があると思われますか                             
  ①椅子座位 ②普通車椅子 ③リクライニング車椅子 ④ティルトリクライニング車椅子 ⑤ベッド上 ⑥その他（   ）                            
 ９ 座位姿勢の崩れで,課題の多い姿勢を順に番号を記入してください                                                         
  (  )滑り座位 (  )円背 (  )前崩れ (  )斜めすわり(横に傾く) (  )膝屈曲 その他(      )                                     
 10 滑り座位での原因について一番の課題は何だと思いますか                                                             
  ①椅子の座位の奥行きが大きすぎる ②足台の高さが不適切 ③座位の奥行きのたわみ ④背もたれの崩れ ⑤関節拘縮               
  ⑥座位保持能力の低下 ⑦背もたれの高さが不十分 ⑧おむつ使用によるもの ⑨長時間の座位 ⑩その他（     ）                    
 11 摂食嚥下の姿勢において課題となる身体部位はどこですか（複数回答可）                                                     
  ① 頭頸部 ② 体幹 ③ 骨盤 ④ 股関節 ⑤ 膝関節 ⑥ 足関節 ⑦ 両上肢 ⑧ その他（     ）                                        
 12 摂食嚥下の姿勢において何を工夫していますか（複数回答可）                                                                    
  ① 座面のシートのたわみ ② アームサポートの高さ ③ テーブルの高さ ④ 骨盤・体幹安定のためのクッション                    
  ⑤ 足台 ⑥ 滑り止めマット ⑦ 姿勢安定ベルト ⑧ その他（        ）                                                     
 13 専門職（リハビリ職など）による摂食嚥下姿勢訓練は                                                                 
  ① 行っている   ② 行っていない                                                                                
 14 (13－②)に○を記入した方,14・15の設問にお答えください                                                           
  摂食嚥下訓練を行っていない理由                                                                             
  ① 対象者がいない ② 訓練を行う専門職種がいない ③ リスクが高い ④その他（        ）                                     
 15 今後，摂食嚥下ではリハビリ専門職を中心とした姿勢訓練を行う予定がありますか                                               
  ① ある      ② ない                                                                                   
 16 摂食嚥下の全体的な問題点は何ですか（複数回答可）                                                         
  ① 誤嚥などにおける危機管理に不安  ② 職種間の連携が取りにくい                                                     
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Abstract
　A user of a nursing care facility lives in a wheelchair due to a decrease in physical function or structural 
change due to aging or disability, and there is a concern that the posture maintaining / adjusting function and the 
swallowing function may decline. 
　In this study, we conducted a questionnaire survey on the posture of the nursing facility users in the eating site, 
and examined the current state and issues of the posture during swallowing. As a result, the problem postures were 
ordinary wheelchairs, reclining wheelchairs, and beds. The problems of postural collapse were most often caused by 
sliding sitting and oblique sitting. The causes were thought to be trunk / neck tension, decreased muscular strength, 
decreased mobility of the spine, and poor positioning. There were many issues of daily aspiration risk, and we 
thought that it would be necessary to cooperate with various types of occupations and medical institutions, improve 
the eating posture of the elderly people, and create a system that enables safe eating.
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